
金堂梁行上ノ叢小屋指図弐姶歩一

(部分、木!R!修三家所説)

lニIzlのJI耐と一巡の梁11111祈而図。縮
尺は同じく 1120であるが、小Jj~剰lを

詳細にt!'l'iき込み、部材寸法などがよ
くわかる。また、車1先治部に結木を

つり上げる金J!.を入れたり、 二段目
の松本と下段の足並木をつなぐ斜材

を入れるなど、十件泡補強iへの)¥体的

な西日胞がみられる。

近世中後期の興福寺中金堂再建計画
金堂二十歩ー (木貝l修三家所総)

卒mの興祈寺火災後、再処日ljilij図としてtuit;、れたと考えられるl王lilli。
縮尺は1/20で、 tiT行および梁行問f而をー医lに表現している。

本文26-27頁参照 (1昌影/中村一郎)

術文f昨年ill 2000-1 



1999年度の調査・研究から

漢長安城桂宮3号建築遺跡の調査

調査区全景 (時I凶から)
lÿi :tt両端にそれぞれ大腿絞な版築基Jilがみえる 。 ïdijl，~J_ltのJ/IJ 、 l阪築
の|同控によって仕切られているのが合Wl洋である。
本文6-7頁参照 (j品影/牛陥茂)

i専積排水路渠 (i低から)

iililI7のは而下約 1mで検111した州都排水Ilt'ii足。天井古t;分を上から
見下ろしたもの。 子.L:JJ喝をアーチ~):に組んでいる線子がよくわかる。

{，i.iCfi庁ll'lIl2000-1 

平原遺跡(福岡県)出土の青紺色ガラス連玉

顕微鏡写真(上)とC円イメージ画像(下)
ニHi's'iのうもなる径のガラス行を:i[(ねて、加熱しながら
絞り込むように挟んで制作 された。l付仰lには主ti包を多
此に含むガラス 1~;が、外側には気抱をほとんど含まな
いガラス也2が使)IJされた。
本文32-33頁参照
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